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4.5  公共交通事業者へのヒアリング 

公共交通の利用状況、利用者からの意見・要望、サービスに係る今後の計画等について、成田

市内で営業している地域公共交通の事業者へのヒアリングを行った。 

 

1)  鉄道事業者へのヒアリング結果 

【ＪＲ東日本】（平成 30 年 10 月 26 日受領） 

１．各駅の利用特性 

成田空港駅、空港第 2 ビル駅 ・空港利用者及び勤務者が利用 

成田駅 ・通勤・通学利用のほか観光客や外国人が利用 

下総松崎駅、久住駅 ・周辺住民の通勤・通学利用 

２．利用者のニーズ 

利用者からの意見・要望等 ・利用者から多岐にわたり意見が寄せられているが、多数同じ意見とな

っている件名は無い。 

外国人観光客のニーズ ・成田山へ行く観光客が多い。 

３．路線バスやタクシーとの連携 

協議の場 ・自社設定の意見交換の場は無い（自社以外主催の会合を除く）。 

乗り継ぎ利便性のための連携 ・列車遅延時は近隣の学校及び京成電鉄への情報提供を行っている。 

駅でのバス総合案内等 ・必要に応じ、駅周辺の案内図を設置している場所はあるが、バス乗り

場についての案内板の設置計画は、現時点では無い。 

４．今後の予定、課題 

運行内容 ・現時点で公表できる計画は無い。 

バリアフリー化、快適性・利便

性のための計画 

・成田空港駅、空港第 2 ビル駅について、ホームドア整備の計画を進め

ている。 

５．検討したが実施できていない取組み、その他 

検討したが実施できていない

取組み 

・現時点で公表できる取組は無い。 

その他、解決すべき課題等 ・現時点で公表できる課題は無い。 

 

【京成電鉄】（平成 30 年 10 月 24 日実施） 

１．市民など一般利用者の利用特性 

成田空港駅､空

港第 2 ビル駅 

・訪日外国人旅行者が増加。スカイライナー利用者の 6.5 割～7 割は外国人。国籍は不

明 

京成成田駅 ・定期券、定期外とも増加 

公津の杜駅 ・住民の通勤通学利用が多く定期券が増加。他は国際医療福祉大の通学利用がある。 

成田湯川駅 ・利用が増加。利用者の大半は周辺住民 

東成田駅 ・朝夕の通勤利用で、日中や深夜の利用は少ない。 

２．利用者のニーズ、意見 

日本人 ・整列マナーや階段上り下りの通行マナーに関する意見、案内表示の要望などはある。 

・観光利用者の行先としては、成田山新勝寺、成田ゆめ牧場が多いとみられる。 
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外国人 ・外国人の利用形態はきちんと把握できていないが、行先として京成成田駅近傍のホテル、新

勝寺、イオンモール成田が多いとみられる。主目的か帰国前の空き時間活用かは不明 

３．路線バスやタクシーとの連携 

協議の場 ・協議会合の場は無い。グループ内の会社で顔を合わせた際に話をする機会はある。 

運 行 情 報 提

供 

・バス会社への情報提供は行っていない。社内イントラでは情報共有できる。 

・鉄道の遅延発生時に、バス事業者への情報提供や増便要望の要請はある。 

駅でのバス総

合案内等 

・京成成田駅構内のバス乗り場案内はバス事業者が設置の要請をして実現したと思わ

れるが、基本的にはバス案内でも広告と見なすため、掲出には費用が発生する。（自治

体が地図や案内版などの掲出を行う場合は、掲出費用を請求せず協力） 

バスとの連携 ・バスの運行時刻に合わせた鉄道のダイヤ調整は行っていない。 

４．今後の予定、課題、その他 

ス カ イライナ

ー 

・スカイライナーのキャパシティが限界に近く、京成本線の特急への分散などを考えてい

る。なお、スカイライナーの押上線乗入れは、構造上の問題、押上駅の狭さから難しい。 

バリアフリー

化の推進 

・国の基準（利用者数 3,000 人以上）に則ったバリアフリー化は今後とも進める。まずは、

現在未整備の駅の整備推進が第１で、その次にどの水準まで上げるかが課題。 

・東成田駅は段差が多くバリアフリー化は全面的な大規模改修が必要だが、利用が少な

いため優先順位は低い。空港需要の分散のために東成田駅を有効活用するなどの方

向性が出てくれば改修の可能性もありうる。 

・宗吾参道駅（市外）は、改修の必要性は認識しているが、構造上難しく、改修するとな

ると大規模になる。なお、現在、耐震補強中である。 

・成田市内の駅に関わらずホームと車両との間の隙間の改善が課題で検討中である。 

利 用 者 の快

適 性 向 上 施

策 

・ホーム内への待合室の設置を１、２年ほど前から進めている。利用者の多い駅で要望の

ある駅から進め、他の工事と重ならないよう、実施時期を検討。（京成成田駅など） 

・このヒアリングを実施後、京成成田駅では、１・２番線ホーム上へ待合室の設置が完了

し、平成 30 年 12 月 22 日始発から供用が開始された。 

ホームドアの

設置 

・ホームドアの設置は、10 万人以上の利用がある駅が基準である。成田空港駅は 10 万

人以上ではないが、特殊な駅であるため設置を進めている。 

新駅の設置 ・成田湯川駅は成田線との交差位置に駅舎があるが、ＪＲが駅を設置して乗り換えできる

ようにしたかどうか、その経緯は定かではない。なお、近傍の成田線下総松崎駅は乗降

者数が少ないため、新駅設置は難しいのではないかと推察される。 

利 用 促 進 の

取組み 

・企画切符の販売は行っている。 

・イベントがあれば成田山新勝寺と共に取り組んでいる（成田山 1080 年記念列車運行等）。 

５．検討したが実施できていない取組み、実施したが取りやめた取組み 

【実施したが効果があまり見られなかった取組み（京成成田駅）】 

・空港駅と勘違いして下車する人がいるため、案内サインを設置したがあまり効果は無かった。なお、その

他の誤降車対策として、車内での外国語アナウンス、車内モニターでの案内を実施 

６．市への要望 

京成成田

駅 

・路上喫煙に対する対策を講じてほしい。 

（西口駅前で路上喫煙する人がいて苦情を受けることがあるが、駅構外で駅周辺が路上喫

煙防止条例のエリアでもないため注意できない。ポスターを張ったが効果無かった。） 
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バリアフリ

ーの推進 

・バリアフリー化のための費用は、国、自治体、事業者の三位一体で進めていくこととなるの

で、今後とも引き続き協力をお願いしたい。 

 

2)  路線バス事業者へのヒアリング結果 

【ジェイアールバス関東】（平成 30 年 10 月 15 日） 

１．市民など一般利用者の利用特性 

・多古本線、栗源線とも、朝夕の高校生（匝瑳高校、香取市内の高校、多古高校）の通学利用が多く、利

用者数が増えている（通学定期の販売が増えている）。 

・昼間時の利用は少ないが、一定の利用があることと、車両運用上、昼間時の運行も行っている。 

・空港への延伸を実施した以降、宮下～空港間の通勤利用が増えている。 

・成田駅～三里塚地区や住宅入口停留所は需要がある。ただ、需要がコミュニティバスへ流出している。 

・全体的な利用は芳しくない。効率化、コスト削減等の生産性の向上に取り組んでいる。 

２．空港利用者、空港利用以外の観光客による市内観光の行動特性 

・路線バスを利用した観光は少ない。博物館とタイアップした企画乗車券の発売、定期観光バス（香取神

宮等）の運行などを実施しているが利用は少ない。 

・三里塚にホテルが開業した際、ロビー横づけへの路線経由を予定しており、需要に期待したい。 

３．利用者からの意見・要望と対応 

日

本

人 

・乗務員の対応への意見があり乗務員の接客を徹底している。ドライブレコーダーを設置し、交通事故

等の対処の他、ドライバーのお客様対応などにも利用しており、接客サービス向上に役立てている。 

・鉄道との接続改善（始発繰上げ、終発繰下げ）に対する要望が以前あり、ダイヤ改正で対応した。 

外

国

人 

・成田駅では、ホテル行きのバス乗り場がどこかと聞かれることがあるが、乗務員はホテルへ行くバス

（自家用バス）までわからないため困ることがある。 

・外国人対応として、３言語の基本的な会話に関する手帳を乗務員に配布している。 

・外国人は、支払方法、降車方法（ボタンを押して降車すること）がわからないケースが多かった。 

・外国語を話せる乗務員を配置することは難しい。翻訳機も置いてあるが、性能面で問題がある。 

４．今後の予定、課題、その他 

バリアフリー ・バリアフリー対応車両を導入済（ワンステップ、ノンステップ）。ニーリング機能搭載車両も

ある。 

ＩＣカード対応 ・全車両がＩＣカードに対応済 

路線新設等 ・国際医療福祉大学成田病院の開設に合わせ他社と共に空港アクセス線新設を検討中 

・一部に１車線区間があり沿線に住宅も少なくルートを変更したいがエリアが違うため困難 

・新しい道路や施設ができれば路線を検討する。 

道路交通問

題 

・三里塚交差点は右折専用車線が無いため渋滞が問題である。 

・国道 51 号の成田駅付近～国道 408 号間での渋滞が問題である。 

駅前広場 ・成田駅のロータリーが現状で十分である。 

情報交換 ・他社との定期的な協議、会合の場は特にない。（なお、駅前広場整備など特定の懸案事

項、協議事項がある場合は、協議している。） 

採算・補助 ・多古本線は国と自治体、栗源線は自治体の補助を活用。空港アクセスは補助対象外 

・不採算路線のうち特に栗源線が問題で、廃止しようとしたが香取市から補助を受け運行

を継続 

５．バス待ち環境の整備状況、今後の予定 
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バス停上屋、

ベンチ 

・スペースがあって自社敷地内であれば設置している。区で独自にベンチを置いているとこ

ろもある。 

広 告 付 きバ

ス停 

・設置できる場所はないと思われる。以前、三里塚停留所に広告を設置していたが、条例

に抵触したため撤去した。 

６．市への要望 

・三里塚交差点の改良（右折専用レーンの設置） 

 

【千葉交通】（平成 30 年 10 月 18 日） 

１．市民など一般利用者の利用特性 

市内の利

用状況 

・成田市内の利用状況は概ね堅調で、成田駅西口～成田ニュータウンが需要の中心である。 

・ニュータウン居住者による、朝夕の都内・千葉市内・空港への通勤利用（ニュータウンに空港

従業者の社宅や寮がある。）。朝のピークは 7 時～8 時。 

・ニュータウン内施設への利用者もいるため、昼間時でも一定の運行本数を維持している。 

・コミュニティバスやオンデマンド交通による影響は、成田ニュータウンでは生じていない。 

空港 ・空港従業者は、シフト勤務のため、昼間時も需要がある。 

イオン線 ・イオンモール利用者のほか、土屋地区の住民の足となっている。ただ、新勝寺のイベントがあ

ると全てイオンモール直行便となるため、土屋地区の利用はできない。また、規制があるたび

に告知が必要である（バス停に張り紙をして告知するもので、義務付けられている）。 

・イオン線開設当初、需要が見込まれない場合はイオンモールから欠損補助を受けることが予

定されていたが、それを上回る収入があったため受けなかった。 

その他 ・佐原方面は減少している。人口減による自然減とみられる。 

２．空港利用者、空港利用以外の観光客による市内観光の行動特性 

・爆買いが流行ったころはイオンモールへの外国人利用が多かった。観光での路線バス利用は少ない。 

・航空会社のクルーの利用がみられる。 

３．利用者のニーズ、対応 

日本人 ・以前、ニュータウンにおいて、遅延のクレームがあった。（路線開設以降、信号が増えたため、ダ

イヤ通りの運行が難しくなり、遅延が発生した。） 

・終バス時刻の繰り下げの要望はたまにある。 

外国人 ・運賃表示器を多言語対応としている（日英中韓）。アナウンスも多言語対応を実施している。 

４．今後の予定、課題、その他 

バリアフリー ・成田営業所管内では、全て、ノンステップまたはワンステップを導入済 

路線新設等 ・国際医療福祉大設置に伴う路線新設を検討中（成田駅、公津の杜駅、空港を結ぶ）。 

道路交通問題 ・国道 51 号の渋滞は、成田営業所管内の路線に関しては大きな問題ではない。 

・イオン線の参道走行は、幅員が狭い上に観光客の歩行が多く安全性に問題がある。ま

た、沿道の店舗が軒を出すため、車両が接触してしまうこともある。ただ、一方で、土屋地

区の住民の利用があるため、参道を走行せざるを得ない。 
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駅前・駅周辺 ・京成成田駅前～千葉交通本社間の道路が狭く、夕方に迎えの一般車が駐停車して通

行が困難となる。 

・イベント開催時や年末年始では、京成成田駅東口の駐車場が満車で入庫待ちの車が

道路上に停車して渋滞が発生し、バス遅延の要因となっている。また、駅ロータリー内の

一般車の駐停車による渋滞（特に雨の日）でバスの遅延が生じている。 

・成田駅西口のロータリー内にバスの待機スペースがない。 

利用促進策 ・イオンモールの従業者向けに、割引率の高い回数券を販売している。 

バス乗場案内 ・駅前にバス総合案内板のようなものがあると良い。 

高齢者対応 ・今後、高齢者がますます増加するとみられることから、行政の補助を入れて高齢者福祉

パスのようなものができればよいと思う。 

５．検討したが実施できていない取組み、実施したが取りやめた取組み 

ルート検索への

対応 

・グーグルでの検索に対応できておらず、成田駅からイオンモールの経路を検索すると、ジ

ェイアールバスで成田山門前下車、更に徒歩 20 分でイオンモールへ行くという結果にな

る。（グーグルに対応するためにはダイヤ情報のデータ加工に費用を要する） 

・NAVITIME は検索機能があるが、外国人はグーグルで検索する。 

バスロケ ・バスロケは費用が高く実施していない。社内独自のシステムで走行位置の確認はできる

が、これを一般向けに提供しようとすると費用がかかるため情報提供は行っていない。 

６．バス待ち環境の整備状況、今後の予定 

バス停上屋 ・駅方面のバス停の多くは上屋を設置している（ニュータウン）。なお、設置から年月が経過

しており、今後、修繕を行っていくことが必要である。 

広告付きバス

停 

・景観に関する条例があるので実施していない。 

・広告はラッピングバスのほうが効果はあり実施している。なお、ラッピングするためには、バ

ス協会の審査を受けることが必要 

７．乗務員不足への対応 

・大型２種免許の取得のための養成制度を実施している。 

・定年後の再雇用を実施している。（ただ、心身ともに厳しいこともある。） 

 
【成田空港交通】（平成 30 年 10 月 10 日） 

１．市民など一般利用者の利用特性 

利用状況 ・成田市とその周辺地域は自家用車利用が中心で路線バスの利用は少ない。空港関係者は

深夜の移動があることも自家用車利用に依存する要因となっている。 

・地元住民の利用は少なく、利用者の年齢層にも目立つ特徴は無い。利用形態として、地元住

民が旅行に行く際に空港まで路線バスを利用するような場合がみられる。（家族に送迎しても

らえない、あるいは、送迎してもらうことに気が引ける場合など。） 

南 部 ・ 博 物

館線 

・南部工業団地への通勤での利用が９割以上。沿線住民（三里塚地区）や博物館来館者の利

用は少ない。朝夕の利用が多く昼間時の利用は少ない。ただ、業務利用がいくらかあること

と、車両・乗務員の運用のため、昼間の運行も行っている。 

・南部工業団地への通勤者のうち、成田市内及び近傍の居住者は自家用車で通勤しており、

バス利用者は、駅から利用する京成線、ＪＲ線沿線居住者である。 

・南部工業団地の従業者は転勤が多いようで、定期券利用者は少ない。 

さくらの山線 ・さくらの山線は、入出庫車両を営業運行したものであり、利用者は少ない。 
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２．空港利用者、空港利用以外の観光客による市内観光の行動特性 

・さくらの山バス停前にある「さくらの山空の駅さくら館」では、飛行機の離発着の見学や写真撮影する人が結

構いるが、ほとんどが自家用車で来館するため、バス利用者はいない。 

・空港での待ち時間を利用した外国人観光客の路線バス利用は、ごく少ない。 

・空港周辺における外国人観光客の主な訪問先はほぼ決まっており、成田山新勝寺、イオンモール成田、

酒々井プレミアムアウトレットの３つである。その他の成田市内の観光は少ない。 

３．利用者のニーズ 

・路線バスへの意見等は少ない。クレームの大半は空港利用者がバスの遅延で搭乗できなかったなど。 

・運行ダイヤを鉄道の時刻に合わせてほしいとの要望があり、ダイヤ改正を行い対応している。 

４．今後の予定、課題、その他 

ＩＣｶｰﾄﾞ対応 ・全車両でＩＣカード未対応だが、来年度からＩＣカード対応の運賃収受器を導入予定 

路線新設等 ・物流施設の整備や移転に応じてルート変更、ダイヤ変更などを実施している。 

道路交通問

題 

・空港周辺における朝夕の道路渋滞による定時性の低下が問題である。 

（県道 44 号成田小見川鹿島港線、県道 62 号（小菅交差点）～天神峰付近など） 

・市内の道路が脆弱な箇所がある（空港周辺、ＪＲ線の横断）。また、国道や県道を補完する道

路が少なく、交通が国県道に集中している。道路基盤がネックである。 

・2020 年に国際医療福祉大学成田病院が開設予定で、路線バスの新設も検討しているが、そ

のためには関連する道路の整備が必要である。 

・スマートＩＣの効果は大きいが大型車は依然として一般道路走行で渋滞解消に至っていない。 

・成田市は自動車社会なので、これを改善するため、バスのみではなく道路施策と連携し、自

動車から公共交通への利用転換など、総合交通体系的な観点から交通全体と公共交通のあ

り方を検討することが必要である。 

路線バス以

外 

・企業からの委託で通勤用のバスを運行している。そのため、このようなチャーターを含めた公

共交通のあり方の検討も必要である。 

情報交換 ・他事業者と情報交換は行っている。地域公共交通会議は不定期で、市と定期的に意見交換

できる機会は無いが、何かしらの懸案・協議事項がある場合は実施している。 

経営関連 ・路線バスに補助制度は使っていない。高速バスの収益で路線バスの赤字を賄っている。 

・他地域では新規事業者による参入がみられるが、有望路線だけを持っていかれると、不採算

路線の維持ができなくなる。このような問題も踏まえることが必要である。 

５．検討したが実施できていない取組み、実施したが取りやめた取組み 

低床バス ・現在は全てワンステップバス。ノンステップバスの導入については、路面を擦ってしまう恐れが

あること、また、車内が狭いため定員が減ることから導入していない。通勤利用が中心のため、

ワンステップバスで十分と考えている。 

イオンモール

アクセスバス 

・イオンモール線を運行していたが、利用者の少なさと定時性の低さからやめた。路線は開設し

たものの、情報発信が足りなかったことが要因と考えられる。 

６．バス待ち環境の整備状況、今後の予定 

バス停上屋 ・可能な限り設置している。 

ベンチ ・設置しようとしたことがあるが、歩道幅員不足で実現できなかった。 

広告付きバ

ス停 

・地域性からしてＭＣＤｅｃａｕｘなどの設置可能性は低いと思われる。（歩行者、自動車交通が

設置するほど多くない。） 

７．乗務員不足への対応 
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・退職者はいるが入社してくる乗務員も多く、都内のような乗務員の取り合いといった問題はない。 

・乗務員不足への対応としては、乗務員の定着へ向けた待遇改善、運行の効率化を行っている。 

・第３ターミナルの開業などにより、今後、供給が追い付かない可能性がある。 

 

3)  タクシー事業者へのヒアリング結果 

【成田市タクシー協議会】（平成 30 年 10 月 18 日実施） 

１．市民など一般利用者の利用特性 

一般タク

シー 

・市全体としては高齢者の利用が多い。また、朝の需要が多い。雨が降るとより多くなる。 

・成田駅から工業団地の企業への利用が多い。そのため、平日利用が多く、土日は少ない。 

オンデマ

ンド 

・病院・診療所利用者が多い。 

・時間帯は、午前中に出かけ、午後に帰宅するというパターンが多い。 

・乗合での利用は少ない。知らない人と同乗することに抵抗があるようである。 

２．空港利用者、空港利用以外の観光客による市内観光の行動特性（外国人） 

・外国人によるタクシー利用での市内観光は少ない。市内の外国人がよく集まる居酒屋（参道にある）の利用

や駅・ホテルから４人が乗り込んでイオンモールなどへ向かうという利用形態がある。 

・香取、銚子などを周遊する貸切タクシー（4～5時間、料金は半額；セダン型で２万円程度）を提供したが、料

金が半額とはいえ外国人にとっては高額なため利用は少なかった。 

・観光庁の事業で、無料で周遊観光タクシーを実施したことがある。無料期間中は利用があったが、補助が

無くなるとあまり利用が無かった。茨城県で期間限定で実施した周遊観光タクシーは、自己負担千円だった

が、けっこう利用があった。 

３．利用者のニーズ 

・乗務員の接客に対する意見はある。 

４．今後の予定、課題、その他 

一般タク

シー 

・朝の需要が多いが、車両の供給は抑制しているため、需要に応えられていない。 

（一時期、供給過剰で乗務員の待遇に問題が生じたことへの対応で供給を抑制している。） 

オンデマ

ンド交通 

・初期の料金設定は 300 円であったが、バス事業者から指摘を受けて 500 円に設定した。 

・車両がこれ以上増えると他のタクシーに影響が出る可能性がある。（病院待機のタクシーなど） 

バリア フ

リー 

・トヨタジャパンタクシー、日産ＮＶ200 に順次置き換えているが、費用がかかる点が課題 

・ジャパンタクシーは車いす利用者の際のセッティングにやや時間を要する。 

・車いすのサイズは様々で、ジャパンタクシー、ＮＶ200 とも乗れない場合がある。 

道 路 交

通問題 

・国道 51 号の混雑が問題。 

・幅員が狭い所では歩行者や自転車との接触が怖い。歩道やミラーの整備を進めてほしい。 

・京成成田駅のタクシー専用道路（駅西口）と歩道の区分が分かりにくいと思われる。 

利 用 促

進 

・年の暮にタクシーを利用すると、豪華賞品があたるキャンペーンを実施した（※2017 年 12 月～

2018 年１月）が、タクシー利用促進にあまりつながらなかった。（一部事業者） 

５．利用促進の取組み （一部事業者） 

・成田市は市外から空港への乗り入れがあるため競争が激しい。そのため、内装が豪華なランクの高い車

両を導入して差別化を図っている。 

６．協議会について 

・協議会加盟事業者で年に数回程度、協議事項がある場合に開催（乗り場整備や看板設置など） 

・行政への要望はあまり行っていないが、駅広整備の会議などでは、必要に応じて発言している。 


